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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 59 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 14 22

地点 14 22

人 16 22

人 16 22

都道府県名 奈良県 天川村 洞川温泉地区

計画期間 交付期間 22

大目標：洞川温泉のこれからを守り・創り・育てていき、地域アイデンティティの醸成及び文化に支えられた風景をもつ回遊型の観光地形成を柱に地域活性化を図る。
　目標１　 観光の中心地としてふさわしい情緒ある文化（生活）を感じることのできる街道・街並みの整備
　目標２　 観光地としてニーズに迅速に対するための文化・情報の発信・集積
　目標３　温泉の質の向上をはかり、回遊性の創出の形成

・天川村は、奈良県の半分を占める吉野郡の中央部に位置し、紀伊半島の屋根にあたる紀伊山地の大峯山系のが東部に連なっている。洞川温泉地区はその大峯山系の中心である山上ヶ岳の麓に位置し、歴史は古く、役行者が山上ヶ岳を開山したのを
始まりとして、大峯修験の根本道場として、開山以来千三百年の長きにわたり山岳宗教者だけでなく、宇多天皇を初めとする天皇や藤原道長を初めとする貴族、行基・空海・西行・円空なども参詣修行に訪れており、その中で育まれた文化は独自的で、昔
から訪れてきている行者さんをもてなす文化が今も脈々と引き継がれており今に至り、本村観光の中心的役割を果たしてきた。平成16年7月には大峯奥駈道が世界遺産を登録されたのと、ここ最近の観光ニーズの多様化より、山岳信仰のみの目的の客
層から自然環境や町の風情を楽しむ一般の観光客がシフトしつつある。しかし、今の洞川温泉街はニーズに対応したものになっておらず、その潜在的価値を十分発揮しきれていない現状がある。今後、同地区の観光振興を図っていくために既存する町並
み及び、古くから残る有形・無形の生活文化を再生するため、洞川観光協会を中心とした、「洞川温泉ほのぼの街づくり協議会」を中心として、洞川温泉らしい、文化に支えられた個性ある風景の残していくための方向性を考え、ガイドライン策定し洞川温
泉のこれからの守り・創り・育てていくべき風景のイメージを示すための協議を続けており、その実現に向けてまちづくり交付金を活用することになった。
・上記のまちづくり協議会と役場のワークショップにより、計画の内容・方向性の検討を行った。現在も進行中である。
・天川村長期総合計画おいて、景観計画の策定および街並み景観の整備が観光の主な施策として示されている。

・周遊型の観光地を目指しているが、温泉街の道路は他地域とを結ぶ主要地方道であり、交通量もあり交通安全の面での問題が課題である。また地形の関係上当地区までの沿線道路は急峻で狭隘であるため道路の道路拡張もしくはシャトルバス等の
整備などの交通環境の整備が必要である。
・当地区の観光は、春季～秋季を中心としたものであり、冬季の観光入込みが激減するため、冬季における魅力づくりが必要となってくる。
・観光客のニーズの変化による、周遊型の観光地形成が急務である。

　中長期的展望としては、今後同地区に訪れる観光客のニーズの変化よる、非日常を体験できる癒しの街づくりとして、本温泉街の中心となる幹線道路沿いの景観の整備をおこない本村観光地の主要拠点と位置付け交流人口の増加ともてなしの町づく
りを官民協働で行っていく。また、交流人口の増加による、広域的な経済波及効果により地域活性化を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

900,000

入込客平均訪問観光地点数（目標１）
本村来訪者が本村にいくつの観光に点在する観光地に訪れる地
点数

点在する観光地との連携・情報発信を積極的に行うことにより、周遊宿泊
型の観光地のまちづくりをすすめる 1.2 1.5

観光入込客数の増加(目標１)
世界遺産登録に伴う観光入り客数の増加が20％程度見込まれて
います。町並み整備に伴う効果による観光客の入込み
を5％程度とした、25％の増加を指標とします

世界文化遺産のお膝元としての魅力に磨きをかけ、村内外に広く情報発信し、当村の玄関口
との連携を強化し広域的に来訪者の増加を図る。景観の整備によって魅力ある観光地の街
づくりを展開し、交流人口の増加及びそれに伴う地場産業の振興等多くの波及効果が期待さ
れる。

812,242

85,000

洞川温泉観光案内所への訪問者数（目標２）

観光客へのニーズ・要望にこたえていくため従来より情報の発信を
行っていた洞川温泉観光案内所への訪問者数の増加

観光地としと飽きのないの場所を提供するため情報発信を行ってきた観光
案内所への訪問者が増加することでもてなし茶屋との連携も図りながら多
角的な情報発信を行う

2,300 3,000

洞川温泉の宿泊客（目標3）
洞川温泉に訪れ、なおかつ宿泊する人数 洞川温泉に訪れ、宿泊する人が増加することは、洞川温泉街を周遊しなおかつ、

温泉の魅力を持って訪れた人が増えることを表す。 80,000



計画区域の整備方針

その他

●「温泉の質の向上をはがり、回遊性の創出による観光振興」
既存の源泉が老朽化しており、温泉街の生命線である源泉整備を行い温泉めぐり等、観光客の回遊性を促し、観光の振興を図る。

地域創造支援事業　　　　　　　（温泉再生事業）　　　　　　　　　　「提案事業/関連事業・村」

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
本地区では、天川村観光協会が中心とした協議会の協議に基づいて「ギャラリーほのぼの」をフルに活用し、モニタリングを定期的に行い、ニーズの把握を進め街の維持、イベント等を総合的にプロデュースし、時代の潮流に対応した街及び人づくりをしていく。

○街並み形成の誘導を図るための方策について
個性ある風景を構成するための要素を明らかにしつつ、洞川温泉のこれからを守り、創り、育てていくべき風景のイメージ・方向性を示し、自然環境と調和の取れた景観を形成するためのガイドラインを策定するために、地域住民「協議会」と協議していく。

○交付期間中の計画の管理について
役場と街づくり協議会（ギャラリーほのぼの）が協働で、成果についてモニタリング等行い評価・今後の事業展開について検討していく。

方針に合致する主要な事業
●観光の中心地としてふさわしい情緒ある文化（生活）を感じることのできる街道・街並みの整備
・　交通動線にだけに終わらない、行者文化を感じさせる道の構築をめざす。
（天川村の観光の中心にふさわしい賑わい・交流・癒しの魅力づくりに向けて、回遊散策に楽しみがあるを街道整備を展開する。
具体的には、洞川温泉街の雰囲気にふさわしい旅情のある街道の整備、回遊散策に、視覚的に妨げになる障害物の削除）
・行者道を行きかう人々が観て楽しめ洞川文化を感じられる工夫を行う。（街道での往来の人々が視覚的に楽しめ、有形・無形の文化の息吹の感じることが
できる工夫を凝らした雰囲気づくり。

高質空間形成施設　　　　　   （門の設置）　　　　　　 　　「基幹事業・、村」
街なみ環境整備事業　　　　　（側溝（水路）の整備）　 　　　 　　「基幹事業・、村」
街なみ環境整備事業　　　　　（カラー（自然色舗装）舗装）　　　「基幹事業・村」
街なみ環境整備事業　　　　　（道路照明の改良）　　　　　　 　　「基幹事業・村」
街なみ環境整備事業　　　　　（消防屯所の美装化）　　　　　　　「基幹事業・村」
街なみ環境整備事業　　　　　（地区協議会運営助成）　　　 　　「基幹事業・まちづくり協議会」
地域生活基盤事業/情報板　（道標の設置）　　　　　　　　　 　　「基幹事業・村」
地域生活基盤事業/情報板　（伝説の表示）　　　　　　　　　 　　「基幹事業・、村」
既存建造物活用事業　　　　　（地域交流センター｢ギャラリーほのぼのの設置｣）　「基幹事業・村」
まちづくり活動推進事業　　　 （ギャラリーほのぼの活用支援事業）　「提案事業・まちづくり協議会」
　　　　　 　                               （電柱の美装化）　　　　　　　　　　「関連事業・村」

● 観光地としてニーズに迅速に対するための文化・情報の発信・集積
「ギャラリーほのぼの」を利用して、工芸品・地元特産物の展示を行い、行者（洞川）文化の情報を発信する。具体的には洞川で実施しているエコミュージア
ムとリンクし自然体験学習の情報の発信・エコガイドの養成（来訪者もまちづくりに共同参画してもらう）。同時に観光客へのモニタリングも行い情報の集積を
図る。その成果を地元観光業者に情報提供し、コーディネーターを招き、情報の分析・研修等を行う。

既存建造物活用事業　　　（地域交流センター｢ギャラリーほのぼのの設置｣）　　　  「基幹事業・村」
まちづくり活動推進事業　 （ギャラリーほのぼの活用支援事業）　　　　「提案事業・まちづくり協議会」
関連事業・地域創造支援事業　 （まちづくり協議会のホームページのバージョンアップ）    「関連事業・
村」　「提案事業・まちづくり協議会」



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 天川村 直 － H20 H21 H20 H21 5.80 5.80 5.80 5.80

高質空間形成施設 天川村 直 － H18 H18 H18 H18 25.00 25.00 25.00 25.00

高次都市施設

既存建造物活用事業 天川村 直 － H18 H18 H18 H18 10.80 10.80 10.80 10.80

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業 天川村 直 50㎡ H20 H21 H20 H21 4.40 4.40 4.40 4.40

天川村 直 1287㎡ H20 H21 H20 H21 52.00 52.00 52.00 52.00

天川村 直 40基 H20 H21 H20 H21 28.40 28.40 28.40 28.40

街づくり協議会 間 H18 H22 H18 H22 4.00 4.00 4.00 4.00

天川村 直 50㎡ H20 H21 H20 H21 3.00 3.00 3.00 3.00

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 133.40 133.40 133.40 133.40 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
天川村 直 30000枚 H22 H22 H22 H22 0.55 0.55 0.55 0.55

街づくり協議会 直 H19 H19 H19 H19 0.20 0.20 0.20 0.20

天川村 直 1箇所1500ｍ H19 H19 H19 H19 79.60 79.60 79.60 79.60

－ 0.00

－ 0.00

－ 0.00

街づくり協議会 直 － H19 H22 H19 H22 2.40 2.40 2.40 2.40

合計 82.75 82.75 82.75 82.75 …B
合計(A+B) 216.15

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
天川村 ○ H16 0

天川村 ○ H16 2

天川村 ○ H18 H18 110

天川村／関西電力 ○ H18 H18 2

街づくり協議会 ○ H20 H22 1

合計 115

所管省庁名事業箇所名

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

温泉再生事業（温泉掘削）

－

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

－

全体事業費

散策用のしおり作成

ギャラリーほのぼの活用支援事業

天川村の空気を育む会

地区協議会運営助成

消防屯所の修景

事業期間（いずれかに○）
事業主体

まちづくり協議会のホームページのバージョンアップ

電柱の美装化

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

天川村を学ぶ会

－

規模

－

－

側溝（水路）の整備（せせらぎ）

カラー（自然色舗装）舗装・石畳整備　（その他大臣）

道路照明の改良（道路整備費）

－

－

－

0.00

0.00

74 国費率 0.342

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模
（参考）事業期間

直／間

うち民負担分

交付対象事業費 216 交付限度額

事業
細項目

事業主体事業箇所名

－

地域創造
支援事業

まちづくり協議会のホームページのバージョンアップ

温泉再生事業



都市再生整備計画の区域

区域 洞川温泉地区59ha面積洞川温泉地区（奈良県天川村）

凡例

　　　　　　　　　　・・・・・　住居系

　　　　　　　  ・・・・・　商業系

                 ・・・・・　公共系

                 ・・・・・　その他

1/10,000

全体図


